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本学 が正式 に単位 を認定す るeラ ーニ ング授業 を運用 し始めてか ら3期 が過 ぎた。 よ うや く

軌道 に乗 り始 めた この取 り組 み も今 日に至 るまで には、い くつ もの失敗 を繰 り返 し、現在 も試

行錯誤の連続で ある。本稿で は、 これ まで の本学 のeラ ーニングの取 り組 みを振 り返 る ととも

に3期 にわた るeラ ーニ ング授業の運用実績 を報告す る。
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1.は じ め に

高等教育機 関にお けるeラ ー ニングの導入事例 は

年 々増加 してお り、多 くの大学 か ら実践事例が報告

されてい る。2007年 度 に報告 され た独立行政法人 メ

デ ィア 開発セ ンター が全国 の高等教育機 関1,200機

関を対象 に行 ったICT教 育 アンケー ト調査1・2(有 効

回答率75.8%、 有効回答数910機 関)に よれ ば、既

にeラ ーニ ングを導入 してい る高等教育機 関の数 は

465機 関であ る。また、eラ ー ニングを実施 している

465機 関の うち40.4%に あた る188機 関がeラ ーニ

ング授業 による単位認定 を実施 してお り、 自大学 内

だけで はな く、他大学 間 とのeラ ー ニング授業 によ

る単位互換 な どの動 きも活発化 して きてい る。

本学 において は、正式 に単位 を認定す るeラ ーニ

ング授業 を運用 し始 めてか ら3期 が過 ぎた。 よ うや

く軌道 に乗 り始 めた この取 り組み も今 日に至 るまで

には、い くつ もの失敗 を繰 り返 し、現在 も試行錯誤

の連続で ある。

本稿で は、本学 のこれ まで のeラ ー ニングの取 り

組み を振 り返 る とともに3期 にわたるeラ ー ニング

授業の運用実績 を報告す る。

2.本 学 の取 り組み とeラ ー ニ ング市場 の動 向

本学 のeラ ー ニングプロジェク トを振 り返 る とそ

の始 ま りは1998年 頃に さかのぼる。 この頃か らe

ラーニ ングの先進 国であるアメ リカや韓 国の大学 を

視察す るな ど高等教育機 関にお けるeラ ー ニングの

活用方法 につい て検討 しは じめている。 それ は、多

くの企業や大学 がeラ ー ニングに興 味を抱 き、 その

可能性 に期待 を膨 らませた 「eラーニ ング元年(2000

年)」 よ り以前の こ とである。

2001年 には、デ ジタル コンテ ンツを配信す るため

の学習管理 システ ム(通 称 、LMS)を 導入 し、eラ ー

ニングの実用化 に向けた実証検証 をは じめてい る。

2003年 ～2005年 頃には、教室 で行 われ ている対面

授業 をそのままデ ジタル コンテ ンツ化す る ことがで

きる授業録画 システ ムを導入 し、実 際に授業 をデ ジ

タル化 し、活用 している。 また、WEBベ ースの英語

教育 システ ムの導入や就職活動 を指導す るためのア

ニメー シ ョンを用 いたデ ジタル コンテンツの開発 、

SPI問 題 を多数盛 り込 んだ ドリル システ ムの開発 な

ど一般授業以外 での学習 ツール としての検証 も行 わ

れ た。 この頃が本学 にお けるeラ ー ニングの黎 明期

といえる。

同 じ頃、 日本 ではeラ ーニング学習 における ドロ

ップア ウ ト率 の増加 問題やeラ ーニング ビジネスの

失敗 な どeラ ー ニング運用 の難 しさが顕著化 し、e

ラー ニングが魔法 の杖 と思 われ た神話 が崩壊 しは じ

めていた。 当時、学習管理 システムを導入 した もの

の一 向に活用 され ない、 コンテ ンツを購入 したが成

果 が上 が らない といった状況 が多 くの企 業や 大学 で

み られ た。残念 なが ら本学 も市場 と同様 になかなか

学 内に浸透せず 、 しば らく足踏 みす る ことになる。

2000年 か ら2005年 頃 とい えば、re-Japan構 想 」の

真 っただ中でADSLな どのブ ロー ドバ ン ド環境 の整

備 が進み 、eラ ー ニングに関わ らず 、あ らゆる分野

で ドッ トコム と騒 がれ た時代 である。著者 は この当

時、大学 な どの教育機 関にeラ ーニング環境 を提供

す る仕事 に携 わってお り、当時の状況 を次 の よ うに

振 り返 る。

当時、eラ ー ニングシステ ムや その関連設備 を主

に扱 ってい たのは コン ピュー タメー カー であ り、大

学 の情報武装化 の波 に合 わせ た売 り込み が激 しく、e

ラー ニングシステ ムを導入 しなけれ ば時代 に取 り残

され る雰 囲気 があった。さ らに、「大学設置基 準の改

正」(2001年 の改正 によ りイ ンターネ ッ トで配信 し

た授業 でも60単 位 まで単位付 与が可能 になる)や

「現代的教育ニー ズ取 り組み支援 プログラム」(2004

年度 か ら文部科学省 が実施 している財政支援)の 実
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施 な どがこのよ うな動 きを後押 ししていた。 そのた

め、 とりあえずeラ ー ニングシステ ムの導入 を 目的

とす る大学 は少 な くなかった。 しか しなが らeラ ー

ニングは 目的 を達成す るための手段 であ り、道具 で

ある。道具 を うま く活用す るには、道具 の正 しい使

い方 を理解 し、道具 の管理や メンテナ ンスを行 い、

使 う前 には準備 を し、使い終 わった後 には手入れ を

す る必要が ある。何 よ り何 のためにこの道具 を使 う

のかを明 らかに してお く必要 がある。しか しなが ら、

このよ うなこ とがこの頃 のeラ ーニングには、大 き

く欠落 していた と思 われ る。

また 、当時 の教育機 関におい ては、情報 関係 に詳

しい少数 の教員 が中心 とな り実験的 にeラ ー ニング

に取 り組む、 も しくは、時代 を反映 して かeラ ー ニ

ングは、情報セ ンターや メデ ィアセ ンター な ど大学

の情報ネ ッ トワー クを管理す る部署 が導入や運用 に

関 して権限 を有す るこ とが多 かった。従 って、機器

や システ ムの導入 は行 えても、そ こか ら教学 的な展

開につ なげるこ とができず にい たのではないか と思

われ る。

そ こで本学 では、多 くの失敗例 を参考 に して、e

ラーニ ングの運用 に必要 なスタ ッフ と専 門組織 の設

置 の検討 に取 りかかった。そ して、2007年 秋 に本学

初 のeラ ー ニングの専 門部署 となるeラ ー ニング推

進セ ンター を開設す る。 これ を機 にeラ ー ニングの

取 り組み を加速 し、2007年 秋学期 には、2007年 当初

か ら開発 し始 めてい たデ ジタル コンテ ンツを用 いて、

eラ ー ニング授業 の試験運用 を実施す る。 さらにデ

ジタル コンテ ンツの開発 を進 め、2008年 度 よ り本格

的 にeラ ー ニング授業 の運用 を開始 し、2009年 春学

期 まで の3期 でのべ17科 目のeラ ー ニング授業 を運

用 してい る。2007年 度以 降の取 り組み が本学 にお け

るeラ ーニ ングの発展期 とい える。

3.本 学 が取 り組 むeラ ー ニ ング

「eラー ニ ング」 とは、一般 的にICT技 術 を活用

した教育 システ ム、または教育活動 を意 味 している

が必ず しも定着 した定義 があるわけではない。特 に

最近 はゲー ム機や携帯電話 を用 いた学習 な どその形

態 は多様化 してい る。そ のため、各大学 で実施 して

い るeラ ー ニングの内容 には大 き く隔た りがある。

そ こで大学 での活用形態 を表2の よ うに大 き く分類

してみた。一般授業 にお けるeラ ー ニングの活用形

態 は、授業補完型 と授業代用型 に分 ける ことができ

る。

授業補完型 は、対面授業 の中で動画や アニメー シ

ョンな どを用 いた資料提示や クイ ズな どの演習 問題

な どにeラ ー ニングシステ ムを活用す る、あるいは

対面授業 の前後 の時 間に予習や復習 としてeラ ー ニ

ングシステ ムを活用す るもので ある。

表1.本 学 にお ける主 なeラ ーニ ングの取 り組み

年代 主な事柄

1998年 頃 eラ ー ニングに関す る調査 を開始

2001年 頃 学習管理 システ ム(LMS)の 導入

2003年 ～

2005年 頃
さま ざまなeラ ーニ ングを試行

2007/10 eラ ー ニング授業 の試験運用

2007/11 eラ ー ニング推進セ ンター 開設

インストラクショナルデザイン理論 に基づ くeラ
ーニ ング運用に 着手

2008/02 (株)デ ジ タル・エデ ・ケーショナノレサボ㌧ ト設 立

2008/04 eラ ーニング授業の正規運用開始

開講科 目数5科 目

年間の受講者数のべ500名 を超える

初のeラ ーニング授業による単位認

定

2009/04
-._,

開講科 目数9科 目

年間の受講者 数のべ1,600名 を超 え

る

CELL教 育研 究所 の開設

関連ス タッフの増員

表2.大 学 にお けるeラ ーニ ングの活用形態

活

用

形

態

授業補完

型

対面授業中また

は授業時間外で

使用

演習、

予習 ・復習

授業代用

型

対面授業の置

換

eラ ーニ ング

授業

利

用

目

的

一般授業 単位取得を目

的 とする
通学 ・通信制

生涯学習

導入教育

資格取得

単位取得を目

的 としない

オープンカレッジ 、

入学前教育 、

資格対策講座

スタッフ育成 教職員が対象 FD・SD

また、対面授業 で使用す る資料 の配布や レポー ト

の提 出先 としてeラ ーニングシステ ムを利用す るだ

けでも授業支援 を 目的 としたeラ ー ニング として扱

われ ている事例 も多 い。 この授業補完型 は、手持 ち

のWordやPowerPointの 資料デー タを特別 に加 工 し

ないでそのまま活用す る ことが多 く、教員 主体で運

用 できるので多 くの大学 が取 り入れ ている活用方法

である。
一方
、授業代用型 はネ ッ ト上 に配置 され たデ ジタ

ル コンテ ンツを主体 的に用 いて学習す る ものである。

授業代用型 には、まった く対面授業 を行 わないeラ
ー ニングのみ で実施す る場合 と数 回の対 面授 業 と組

み合 わせ て行 うブ レンデ ィグ型 で実施す る場合 があ
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る。 この授業代用型 は、授業補完型 と異 な り、コー

ス としての内容 が学習成果 に大 き く影響す る と考 え

られ るため、 コンテ ンツ開発や学習支援 な どに手 間

がかか るeラ ー ニングである。 その為 か多 くの大学

では、手 間を省 くために対面授業 を丸 々録画 した ビ

デオ映像 をそ のままコンテ ンツ として配信 した り、

チ ュー タや メンタな どの学習支援者 を配置 しないで

運用 してい るケー スが多い。 なお 、単位認定 を行 う

eラ ー ニングは、この授業代用型 で実施 され るのが
一般的 であ り

、現在 、eラ ー ニング推進セ ンター が

取 り組んでい るeラ ーニングは、ブ レンデ ィング型

も含 めた授業代用型 である。

4.体 制

本学 のeラ ー ニングは、大手前大学eラ ーニ ング

推進セ ンターが 中心 とな り、企画、運用 を行 ってい

る。黎 明期 の失敗 を反省 し、情報基盤セ ンターや教

務課 と連携す る とともに、 これ らの組織 間にお ける

狭 間的 な業務 をeラ ー ニング推進セ ンター が担 うこ

とでeラ ー ニグ運用 を遂行 してい る。 さらに本学 の

子会社で ある株式会社デ ジタル ・エデ ュケー シ ョナ

ルサポー ト(以 降、D.E.S社)の 設 立に よ り、 コン

テ ンツ開発や システ ム運用 な どの実動作業 について

は、eラ ーニ ング推進 セ ンター とD.E.S社 で協働 し

て行 ってい る3。 具体的 には、eラ ー ニングの運用 工

程 を 「分析 ・最適化」、 「設計」、「開発 ・実施準備」、

「実施」、 「評価」 の5つ の フェーズ に分 け、それぞ

れ のフェー ズで各 スタ ッフが協働す る体制 で取 り組

んでい る。 この5つ のフェー ズはスパイ ラル的 に繰

り返 し実施 し、 回を増す ご とによ り良い授業 となる

こ とを 目指 してい る。以下 に運用 フェー ズご との各

スタ ッフの役割 につい て示す。

　
分析 ・

最適化一

表3.eラ ーニ ング運用にお ける各スタ ッフの役割

評価

ノ

へ

〔韮〕←

＼9

開発 ・

実施準備

図1.eラ ー ニ ン グに お け る5つ の 運 用 フェ ー ズ

「分析 ・最適化」 フェーズ

大学 教育方針 の設 定 、カ リキュラ

ムの作成 、科 目概 要の承認

教員 シ ラバス作成、教科書 の選定 、

情報 ・資料の提 供

イ ンス トラク シ

ョナルデ ザイナ

科 目概要 の レ ビュー 、 シラバ

ス(学 習 目標 、学習成 果 の測

定法 な ど)の 確認 、前回 の実

施 報告書か ら改善 を計画

「設 計 」 フ ェー ズ

教員 設計書の学習内容に関 して確

認

イ ンス トラク シ

ョナルデ ザイナ

基本設計 書(ス トー リー ボー

ド・シナ リオ)作 成 、 レッス

ンプ ラン作成、素材 ・著作権

リス ト作成

メンタ 学習者に関する情報 ・資料の

提供

知財担当者 知財関連の実務 ・管理

ク リエイ タ コンテ ンツ制作 の視 点か らア

ドバイス

システム管理者 学習環境の選定へのア ドバイ

ス(使 用可能な機能 ・メディ

ア等)

「開発 ・実施準備」 フェー ズ

教員 ナ レー シ ョン録音 、また は立

会い、各 回の概要紹介 ビデ オ
への出演、 コンテ ンツの確認

大学職員 履修者情報の提供、学生情報

の提供、学内基盤情報の提供

イ ンス トラク シ

ョナルデ ザイナ

素材(ナ レー シ ョンデー タ、

ビデオデ ー タな ど)の 収集 、

コンテ ンツ開発 のデ ィ レクシ

ョン、科 目の評価計 画、完成

図書作成

メンタ メ ンタ リングガイ ドライ ン ・

ア クシ ョンプ ラン作成

ク リエイ タ コ ンテ ン ツ制 作(素 材 の統

合)、 コンテ ンツの動作確認

システム管理者 システムの初期設定、科 目情

報や履修者情報をシステムに

登録

「実 施 」 フ ェー ズ

教員 学習進捗 管理、学習 内容 に関

す る質 問への回答 、課 題 ・レ

ポー トな どの採点 、デ ィスカ

ッシ ョンの ファシ リテー ト、

学生の成績 評価
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学生サポー ト職

員

問合せ一 次窓 口、コン ピュー

タル ームでの操 作指 導

イ ンス トラク シ

ョナルデザイナ

レッス ンプ ラン ・各種 ガイ ド

ライ ンに基 づい て実施 され て

い るかモニタ リング

メンタ ガイ ドライ ン ・アクシ ョン プ

ランに基 づ きメンタ リング、

学習進捗 管理 、質 問相 談へ の

回答等

システム管理者 システ ム管理 、 システム メン

テナ ンス、不具合対応 、 シス

テム改善要求の ヒア リング

「評 価 」 フ ェー ズ

大学 第三者を交えた運用報告会の

開催、報告書か ら実施内容の

確認→改善提案

教員 報告書作成 のた めの リフ レク

シ ョン、報 告書 の確認 、改善

提案

大学職員 授 業アンケー ト、成績 処理

イ ンス トラク シ

ョナルデザイナ

形 成的 ・総括 的評価 、報告書

作成の ための リフ レクシ ョン

のま とめ、報告書作成 、改善

提案

メンタ 報 告書作成 のた めの リフ レク

シ ョン、報 告書 の確認 、改善

提案

ク リエイ タ 報告書作成 のた めの リフ レク

シ ョン、報 告書 の確認 、改善

提案

システム管理者 システ ム管理 、不具合 対応、

システム改善要求の作成

このよ うに5つ のフェー ズに分 け、各 スタ ッフが丁

寧 に運用 している ことが現在 の ところの本学 の最大

の特徴 である。多 くの大学 がコンテ ンツ開発 にカ を

注 ぎ、運用 に対す るフォロー が少 ないのに対 し、本

学 では、開講前 には担 当教員 、チュー タ、メンタに

よる事前 ミーテ ィングを実施 している。 この ミーテ

ィングでは、 メンタ リングガイ ドライ ンや アクシ ョ

ンプランの確認 を行 い、授業期 間中の学生 の対応 に

ついて各 スタ ッフの役割の確認 を行 ってい る。また、

授業期 間終 了後 には、eラ ー ニグ科 目を担 当 してい

るすべて の教員 とeラ ー ニング授業 の運用 に携 わる

すべて のスタ ッフが参加 して リフ レクシ ョン会議 を

実施 してい る。 この会議 では、科 目ご との学習結果

や授業 アンケー トを分析 し、次 回の開講 に向けた改

善策 につい て話 し合い を行 ってい る。

5.こ れ ま で の実績 と評価

2008年 度以降 に開講 したeラ ー ニング授業 の実績

につ いて、主 な項 目を以 下に示す。

まず 、開講科 目数 と受講者数 、な らび に完 了率 は

以 下の とお りである。 なお、完 了率 とは履修登録者

数 に対 して、最後 の回(15回)ま で学習 を進 め、最

終課題 を提 出 した学生 の割合 のこ とである。

表4.期 ご との主な実績状況

2008年 度春学期

開講科 目 4科 目

受講者数 のべ183名

単位取得者数 のべ139名

単位取得率 77.22%(4科 目 平均)

完了率 80.64%(4科 目 平均)

2008年 度秋学期

開講科 目 5科 目

受講者数 のべ409名

単位取得者数 のべ318名

単位取得率 77.75%(5科 目 平均)

完了率 80.69%(5科 目 平均)

2009年 度春学期

開講科 目 8科 目

受講者数 のべ878名

単位取得者数 未集計

単位取得率 未集計

完了率 84.54%(8科 目 平均)

3期 を比較す る とeラ ー ニング授業数 の増加 もあ り、

受講者数 は増加 している。 このこ とか ら学生 のeラ
ー ニング授業 の認知度 が上がってきている と捉 えて

いる。

また、2008年 度春学期 、2008年 度秋学期 、2009

年度春学期 にお ける回 ごとの完 了率 の推移 をグラフ

に したものを示す。

3期 に共通 している ことは、比較 的、難 しい課題

が与 え られ ている回や対 面授業 に指 定 され ている回

の完 了率 は低 くなる傾 向が見 られ る。一方 で期 を重

ね るたび に全科 目における平均完 了率は少 しずつ高

くなってきてお り、一般 的に途 中 リタイ アが多 くな

るeラ ーニングにお いては良い結果 である と捉 えて

いる。 このよ うな要 因のひ とつ には、学 習支援活動

の実施4や リフ レクシ ョン会議 による改 善対策 を し

っか りと実施 している ことが考 え られ るが、 さま ざ

まな要 因が影響す る と思 われ るため検証 を重 ね、引

き続 き分析 を行 いたい。
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[2008年 度春 学期] 表5.授 業ア ンケー トの結果(満 足度について)

。蟻 ミ準一一,き....‡,,一 酢一一 一
第1回 第2回 第3回$a回 第5回$6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第IZ回 第13回 第14回 第15回

一●一力ラーコーディネイト3級 一◆一総合基礎100-△ 一 日本文化 阪神文化100-一 国一プレゼノテーンヨノ演習1短大除く

+プ レゼノテーノヨノ演習1ブ レセノテーンヨノ演習E短 大除く一日一 プレゼノテーノヨノ演習皿 → 一 平均

[2009年 度春 学期]

第1回 第2回 第3回$a回 第5回$6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第IZ回 第13回 第14回 第15回

一●一 色彩論1100-◆ 一 私と社会100一 去一 日本の精神文化100

+プ レゼノテーノヨノ演習1100-■ 一フレゼノテーノヨ図演習1100〔短大除く)十 日本語表現法100

-e一 プレゼノテーノヨノ概論100フ レゼノテーノヨン概論100〔短大除O-e一 情報機器ブレゼノテーソヨン100

情報機器プレセノテーノヨノ100(短大除く)大 手前学入門100一 員一 平均

図2.3期 にお ける回 ごとの完了率の推移

また 、毎 回授業後 に実施 している授業 アンケー ト

よ り、満足度 に関す る項 目について報告す る。(表5

参照)な お 、2009年 度春学期 では、それ までに実施

してきたア ンケー トの内容や 問い方 を一部変更 して

実施 した こ とを付 け加 える。

eラ ーニ ング全体 に対 しての満足度調査 にお いて

は、2008年 度春学期で83.33%、 秋学期で89.17%、

2009年 度春 学期 で80.39%の 学生 か ら 「満足 してい

る」 または 「とても満足 している」 と回答 を得 た。

同様 に、教材 についての満足度は、2008年 春学期 で

77.77%、 秋学期で86.62%。 メンタ リングにつ いて

の満足度 は、2008年 度春 学期で74.60%、 秋学期 で

83.76%、2009年 度春学期 で73.81%と 、多 くの学生

か ら 「満足 してい る」また は 「とても満足 している」

と回答 を得 た。 また、今後 このよ うなeラ ー ニング

授業が あれ ば受講 してみ たい か と質 問 した ところ、

2008年 度春 学期 で84.13%、 秋学期 で84.71%、2009

年度春学期 で81.23%の 学生 か ら 「どち らか とい う

とそ う思 う」 または 「とてもそ う思 う」 と回答 を得

た。 これ らの結果 か ら概ね、学生 にはeラ ー ニング

は受 け入れ られ てい る と捉 えてい る。しか しなが ら、

自由記述 の項 目ではシステ ムの不具合 の改善やデ ジ

タル コンテ ンツの音量 が不揃い 、教科書 の必要性 な

どの改善希望の意見 も多 くみ られた。
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2008年 春学期

Q.eラ ー ニング授業全体

につ いて
満足している 83.33%

Q.教 材 について 満足している 77.77%

Q.メ ン タ リ ン グ に っ い

て
満足 している 74.60%

Q.次 回もeラ ー ニング授

業 の受講 を希望す るか

受講を希望す

る
84.13%

2008年 秋学期

Q.eラ ー ニング授業全体

につ いて
満足している 89.17%

Q.教 材 につ いて 満足している 86.62%

Q.メ ン タ リ ン グ に っ い

て
満足している 83.76%

Q.次 回もeラ ー ニング授

業 の受講 を希望す るか

受講を希望す

る
84.71%

2009年 秋学期

Q.eラ ー ニング授業全体

につ いて
満足している 80.39%

Q.教 材 につ いて 一 一

Q.メ ン タ リ ン グ に っ い

て
満足している 73.81%

Q.次 回もeラ ー ニング授

業 の受講 を希望す るか

受講を希望す

る
81.23%

6.今 後 の課題

3期 運用 を終 え、学習状況や授業 アンケー トの結

果 を見 る と本学 のeラ ー ニングは順調 に滑 り出 した

といえる。 しか しなが ら、eラ ー ニング市場 は発展

期 か ら活用期 に進展 しよ うとしてお り、 よ うや く動

きだ した本学 にお いては、更 なる取 り組 みや 改善が

必要 である。今後 、改善すべ きこ とは多 々あるが本

稿 では特 に今後 、計画 しているラー ニング科 目の増

加 に関連 した課題点 を述べ る。

1.eラ ー ニング授業 の増加 は、 これ まで丁寧 に

行 ってきた作業 工程 を大 幅に効率化す る必要 がある。

このこ とは運用 コス トに も直接 、反 映す るので各 工

程 の見直 しに加 え、スタ ッフのスキル ア ップ も急務

となる。特 に負担 が大 きいデ ジタル コンテンツの開

発 につ いては、まだまだスタ ッフ個人 のスキル に依

存 しているのが現状 である。今後 はスタ ッフ個人 の

働 きを組織 のノ ウハ ウとして蓄積 してい くよ うな仕

組み の導入 が必要 であ り、組織力 向上を 目指 した改

善 が必要 である。

2.学 習支援 の充実 も不可欠 である。 これ までの

取 り組み にお いて、チュータ とメンタに よる学習支

援 が高 い完 了率 を得 られ ているこ とに寄 与 している
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と思われ る。チ ュー タ とメンタの増員 につ いては、

人件費 も考慮す る必要 があるた め、育成方法 に加 え、

配置や管理方法 、活動 内容 につ いても今後 、十分 な

検証 を行 う必要 である。

3.こ れ までは完 了率 をひ とっ の指標 として全体

の運用 を評価 してきた。 しか しなが ら、eラ ー ニン

グ科 目の増加 に伴い 、デ ジタル コンテ ンツや運用方

法 が多様化 してい くと予想 され 、今後 は多方面 か ら

運用 を評価 できるよ うにす る必要 がある。eラ ー ニ

ングに関わ らず 、ラー ニング ・ア ウ トカムズを重視

した教育政策が求 め られてい る近 日では、科 目ご と、

または一人ひ とりの学生 の習得度 を査定す るための

仕組み は不可欠 である。 これ を実現す るためには、

授業設計 の充実 はも とよ り、これ まで以上 に学習活

動 の履歴情報 の蓄積 とそ の履歴情報 の活用 が重要 で

ある。いわ ゆるeラ ー ニングの最大 のメ リッ トであ

る学習活動 の可視化 の実現 である。eラ ー ニング上

で行 った学習、例 えば、教材 の閲覧 時刻や クイ ズの

正誤情報 な どはすべ て専用 のデー タベー スに格納 さ

れ る。例 えば、 自宅 での学習時 間の履歴 か ら学習習

慣 の分析 を行 うな ど、これ まで把握 しづ らかった学

習活動 を学生 の学習 プロファイルデー タ として活用

す るこ とも期待 できる。 このよ うにデー タベー スに

蓄積 された情報 を有効 に活用 し、 さま ざまな視点 か

ら評価 できるよ うにシステ ムも含 め、バー ジ ョンア

ップ してい く必要 がある。

動 に支 え られて いる。 ここに謝辞 を申 し上 げます。
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SUMMARY

3termshavepassedsincewebegane-learning

project.Thisprojectbegantogetofftheground

atlast.However,werepeatedalotoffailure

tillthistoday,andtrialanderrorcontinue

stillnow.Inthisreport,weintroducethe

historyandperformanceofthisproject.

7.ま とめ

本稿で は、これ までの本学 のeラ ー ニングの取 り

組み を振 り返 る とともに近年 のeラ ー ニング授業 の

実績 を報告 した。近年 は黎 明期 の失敗 を反省 し、組

織的 にeラ ーニ ングに取 り組 んできた。なかで も、e

ラーニ ングの運用工程 におい ては、フェー ズ ごとに

専 門の スタ ッフを配置 し、試行錯誤 を繰 り返 しなが

ら、よ うや くタスクが定 ま りつつ ある。 しか しなが

ら、運用 はまだ始 まったばか りであ り、学 内関係者

へ の周知や法規 の整備 な ど大学全体 の取 り組み とし

て推進す るためには解決 しなけれ ばな らない課題や

取 り組 まなけれ ばな らない作業 が山積み である。 ま

た、D.E.S社 との連携 を図 り、スタ ッフの育成 に も

力 を注が なけれ ばな らない。

本学 のeラ ー ニングの取 り組み は、にわかに他大

学 か らも注 目を浴び るよ うになってきている。今後

もeラ ー ニングの推進 を さらに加速 させ 、多様 な価

値 を生み 出せ る取 り組み としてい きたい。

KEYWORDS:e-learning,organizationalefforts,

university-industryrelation
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